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こ れ か ら の 百 年 も 、 地 域 か ら 安 心 と 希 望 の 火 を 熾 す  

K O B I R A グ ル ー プ  



1 会 社 紹 介  /  K O B I R A グ ル ープ に つ い て  

100年を超える歴史を誇るKOBIRAグループは、鍛冶屋として産声を上げました。 
創業依頼、火と向き合いながら、初代・正之進は鍛治業、二代目・五郎はLPガス事業へと発展させ、 
三代目・亮一・竜平の時代には、IT事業や海外へと漕ぎ出す貿易事業、 
小水力をはじめとする電気・再生可能エネルギー事業など、新たな領域に挑戦し続けてきました。 
その姿は時代とともに変化しても、地域の当たり前の暮らしを守る「安心」と、 
未来を明るく形づくる「希望」を届けるという使命は変わりません。 

これからの100年も、 
地域から「安心」と「希望」の火を熾す 

お こ  

地域の中小企業の希望として、全国の事業者に未来の新しい形を示すと同時に、 
海外への挑戦や新規事業を通じて社会の可能性を切り拓いてきました。 



2 会 社 紹 介  /  K O B I R A グ ル ープ に つ い て  

• エネルギー事業 
• IT事業 
• グローカルビジネス事業 

国内事業所：5拠点 

国外事業所：3拠点 
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人と人・企業と地域がつながる場づくりへ 

地 域 コ ミ ュ ニ ティ の 再 生 事 業  

KOBIRAでは、地域の魅力を再発見し、人が集まり関わるきっかけをつくることを目的に、 
街の空き家やスペースを活用した地域活性化事業を展開しています。 



4 地 域 に 根 差 し な が ら 世 界 へ 挑 み 続 け る 、  
安 定 と 挑 戦 の 共 存  
 

安定した収益を支える多角的な事業展開 
1912年の創業以来、KOBIRAグループは時代の変化に応じて事業を多様化し、 
 エネルギー、ITソリューション、国際貿易など複数の分野で事業を展開。 
この多角経営により、単一市場に依存しない安定した収益構造を構築し、 
 環境変化への耐性と挑戦力の両立を実現しています。 

地域と世界をつなぐグローバルネットワーク 
本社を構える鹿児島を拠点に、アメリカ・中国・ベトナム・インド・タイなど 
複数の国・地域に事業ネットワークを展開。 
地域の課題をグローバルな視点で解決し、世界の市場から学んだ知見を地域に
還元する「グローカル」な戦略は、KOBIRAグループの成⾧ドライバーの一つ。 



5 グ ロ ー カ ル ビ ジ ネ ス 事 業 部  
海外3拠点（米国、中国、ベトナム）を活用し、水産・農産加工品の輸入と地域特産品の輸出を手掛け、 
グローバル市場への地域ブランド展開力を有しています。 
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紅はるか（お芋） 

小 平 株 式 会 社 グ ロ ー カ ル 事 業 部 で 「 地 域 と 世 界 を 繋 ぐ 」 た め に
力 を 入 れ て い る 商 品  

ぶり・カンパチ 

お茶 

和牛 
鹿児島特産品の海外展開を、戦略から 実務までをサポート。  
輸出の壁をゼロにし、地域と世界を繋 ぐ架け橋になります。 
 
鹿児島のメーカー・生産者が、確信を持って海外へ踏み出せるように。  
私たちは、そのすべての過程を支える伴走者です。 
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本コンソーシアムは3年前に立ち上がり、日本産さつまいもの海外輸出拡大を目的に、人材育成、生産体制の強化、品質
向上、そしてブランド価値の発信に取り組んでいます。 
設立当初は鹿児島と⾧崎・五島列島のさつまいも農家が中心に、現在では自社ブランド「BENIBITES」を展開する 
メンバーなども加わり、産地の枠を超えた強力な体制で活動を広げています。 

さ つ ま い も コ ン ソ ー シ アム  

1 2

3 4

人 材 育 成  持 続 可 能 な 生 産 体 制  

品 質 と 収 穫 量 の 安 定 化  品質とブランド価値を世界に
広める取組の推進 

海外輸出の専門知識を持つ人材の育成と、 
新たな農業従事者の採用・教育を強化します。 

次世代の生産者への知識伝承と、環境に優し
い新しい栽培技術の採用を推進します。 

特に北米、インド、EU等をターゲット市場と
して、これらの地域での認知度と需要の拡大
を目指します。 

もと腐れ病などの病害対策を強化し、 
新たな栽培技術やシステムを導入するこ
とで、品質と収穫量の安定を図ります。 
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設立当初から毎年、インターンシップを実施しています。 
これまでに鹿児島農業大学校の学生や、東京大学の学生が中心に立ち上げている「芋プロジェクト」からメンバー
が参加し、ブランディングのノウハウをインフルエンサーから学び、米国ニューヨークへ渡航し動画を撮影し、実
際に運営、SNSでの配信を行いました。 
2年目は鹿児島大学の学生と、小平株式会社の新入社員などが参加し、収穫から出荷までを学びました。また、鹿
児島県で開催された商談会では商談、輸出営業のサポートを行いました。 
さつまいもこコンソーシアムでは毎年テーマを変えてインターンの活動を行なっています。 

さ つ ま い も コ ン ソ ー シ アム ・ 人 材 育 成 イ ン タ ーン シ ッ プ  



9 さ つ ま い も コ ン ソ ー シ アム が 目 指 す  
「 世 界 と 繋 ぐ 」 サ イ ク ル  

人材育成 

国外に売る 
（外貨を稼げる） 

地方の創生へ 
（お金・人材・ものが動くサイクル） 
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 Winter Fancy Fair2025 
（サンディエゴ・米国） 

Summer Fancy Food Show 2024 
（ニューヨーク・米国） 

Anuga 2025 
（ケルン・ドイツ） 

国 内 外 へ の 展 示 会 へ の 参 加  
10年前より、食品展示会への参加を積極的に行っています。 
自社取扱商品を展示するだけでなく、取引の可能性がある食品を扱うブースとの商談機会を設けるなど、 
新たなビジネス創出（地方と世界をつなぐ試み）にも取り組んでいます。 
これまで、ベトナム・タイ・中国天津、メキシコ、ドバイなど様々な展示会への参加をおこなってきました。 

今年度は、SIAL Paris（フランス）、北米（カナダ、メキシコ）の展示会への参加を計画中 



11 コ ン ソ ー シ アム 活 動 の 広 が り が 目 指 す 場 所  

• 鹿児島県 
• 農林水産省 
• 経済産業省 
• 中小企業省 

ポイント 
産学官連携：民間企業（産）、大 学・研究機関（学）、国・ 自治体（官）が連携し、新技
術の開発や生産者の解決を目指す仕組みを創る ことが大切 

これまで取得した補助金の一例： 

など 

コンソーシアムの活動が目指すもの 

地域と世界を繋ぐ活動を通じて、 
地方の生産者が生産を継続し、 

地方創生のきっかけを創る 



12  実 績 と 輸 出 へ の ポ イ ン ト  

• アメリカ 
• カナダ 
• メキシコ 
• チェコ 
• カタール 
• UAE 
• インド 
• タイ 

主要な輸出国 

地域と連携し、 
生産者と海外のマーケットをつなぐことで、

輸出が可能になる 
↓ 

人が育つ 
↓ 

地方創生につながる 

• シンガポール 
• インドネシア 
• マレーシア 
• ベトナム 
• 中国 
• 台湾 
• 香港 

ポイント 



13 イ ン ド ・ 販 路 拡 大 の 試 食 会 の 実 施  
販路開拓の一環として、インド食文化に精通したシェフと共に、日本食材を現地に馴染ませるレシピを開発。 
レストランオーナーやシェフ、一般客を招いた試食販売会とアンケート調査を実施し、そのフィードバックを輸出
に向けた確かな一歩へと繋げています。 

▲ ぶり・カンパチの加工品を元にインド人のシェフと協力してレシピ立案・試食 ▲ 紅はるかと抹茶の商談 



14 ニ ュ ー ヨ ー ク （ 米 国 ） で の 鹿 児 島 県 産 「 紅 は る か 」 の 試 食 イ ベ ン ト  
鹿児島県の特産品「紅はるか」（さつまいも）の冷凍焼き芋を輸出し、ニューヨークのスーパーやカフェ、イベント会場で試
食イベントを行いました。 
実際に台湾から輸入した焼き芋機を使用して現地の方々へ焼き芋を試食しそれを元に冷凍焼き芋の販路開拓を始めました。 

▲ ニューヨークの抹茶店と協力してイベントの実施 



こ れ だ け の 展 示 会 や 試 食 会 、 営 業 を 行 な っても  

実 際 の 輸 出 に は つ な が り ま せ ん ・ ・ ・  



16 実 際 に 輸 出 ま で た ど り 着 く ま で の ス テ ッ プ （ 小 平 v e r ）  

人材育成 

展示会への参加 
（新規顧客先やコネクションの獲得） 

現地での拠点作り 
（現地の冷凍庫・冷蔵庫との契約） 

現地での拠点作り 
現地の冷凍庫冷蔵庫との契約を行うことで、 

サンプル提供やその後の安定した供給の実現につ ながる。 

→機会損失のリスクを下げることが可能 
また、新規の商談の際にも柔軟に対応できる 
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まとめ 

• リ ソ ース を 見 つ け る （ 例 ： 補 助 金 や 商 社 ）  

• 自 社 に 合 っ た 販 路 開 拓 の 戦 略 を 描 く こ と が 必 要  

ご清聴ありがとうございました 



DATEEVENTPRESENTER

2026.03.11 Wed.GFP超会議 2026
輸出 × 地方創生の最前線

鳥取銀行 法人コンサルティング部
山平 学

地域金融機関による 輸出伴走支援の実践

- 鳥取銀行の取組 と GFP×地域金融機関の連携 -



agenda

 自己紹介

1. お伝えしたいこと（３点あります）

2. 地域金融機関の役割

3. 輸出における中小事業者さまの共通課題

4. 鳥取銀行の輸出支援の考え方

5. 実践事例
① 補助事業を活用した輸出後押し

② 海外商談会出展支援

6. 支援を通じて見えた成功のポイント

7. GFPと地域金融機関の連携



経歴など

山平 学（やまひらまなぶ） 1985年06月06日生まれ

出身・出生 ：鳥取県倉吉市出身（茨城県水戸市育ち）
趣味など ：Ｊリーグ観戦

これまで、補助金申請支援・販路開拓支援・海外商談会の企画運営など

に携わってまいりました 2024年から、海外市場への輸出支援 に注

力し、地域の食品事業者さまが海外で成果を上げるための仕組みづくり

を進めています

プライベートではJリーグ鹿島アントラーズを応援しています。今シー

ズンは西日本でのアウェー戦がないものの、その分、次シーズンへの楽

しみが膨らんでいます

自
己
紹
介

P 3



１．お伝えしたいこと（３点）

地域金融機関ならでは の取組みをお伝えします
P 4

鳥取銀行の
輸出支援の実践例

地域金融機関が
輸出支援で果たせる役割

GFPと地域金融機関の
連携可能性

１ ２ ３

本発表でお伝えしたい ３点



２．地域金融機関が輸出支援で果たせる役割

金融・非金融を組み合わせて“輸出”を伴走できる支援基盤を有している
P 5

 経営課題解決に向けた伴走支援を行う立場

 取引先には食品・農林水産物関連事業者が多い

 ネットワークを活かし金融と非金融を組み合わ

せた総合支援が可能

 輸出支援は、地域金融機関の情報力・調整力・

信頼関係を活かしやすい分野

- 内部環境 -



２．地域金融機関が輸出支援で果たせる役割

海外評価での・政策支援を追い風に輸出が中小事業者の有効な戦略の一つに
P 6

 国内市場の縮小により、売上拡大に向けた機会

の創出の必要性

 海外では、日本産食品・農林水産物への評価が

高く、地域産品にも輸出余地あり

 国・自治体による輸出促進施策が拡充、中小事

業者でも輸出を経営戦略の一つとして選択しや

すい環境が整いつつある

- 外部環境 -



２．地域金融機関が輸出支援で果たせる役割

多くの地方銀行では海外進出をサポートしますとアナウンス
P 7



何から始めればよいか分からない

３．輸出における中小事業者さまの共通課題

そのほか、規制・表示 対応 etc
P 8

コストが掛かる

対応する人材がいない英語が喋れない・分からない

商流が描けない 結果が出るか不安



４．鳥取銀行の輸出支援の考え方

輸出に向けた具体的な一歩を踏み出しやすく
P 9

補助事業の有効活用

リスク・コスト抑制

☆

１ ２

チームでの取組み



５．実践事例

新市場の開拓を促進すると共に、販売面での相互協力を行うことにおいて

会員企業の成⾧発展に貢献することを目的した団体（会則第２条より抜粋）

海産物、その中でも「もずく製品」を主に製造販売している食品メーカー
他にも「めかぶ」、「なまこ」、「あじ」などの加工商品も扱っている

宍道湖産大和しじみの生態を研究し、常に新しい視点で商品をつくり、
消費者様に提案する企業

新鮮なイカ等をさらに味わい深く仕上げるのが私たちの仕事

あぶりさばジャーキー、オイルサーディン、コロッケなど、
素材の味を最大限に生かした新しい商品の開発および提案

つみれ、ハンバーグ、ワンタンなどのオリジナル加工品は、
素材本来の旨みを活かし、ヘルシーで安心できる高品質の商品をお届け

独自の加工技術を活かし、カニ身～かにみそまで様々な
紅ずわいがに製品を開発

P 10



５．実践事例

出所：https://soccer-rada.com/archives/104

ボランチとはポルトガル語で「ハンドル、舵取り」という意味
P 11



５．実践事例（補助事業を活用した輸出後押し）

地域金融機関ならではの、事務力 を活かした支援
P 12

 ｵﾝﾗｲﾝ講座受講・現地展示商談会出展手続き
∟ 戦略的な展示会参加による効果的なﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

 補助事業計画策定・各種証憑整理
∟ 各社主力事業と位置付け、継続的な取組に

 プロモーション資料等の整備
∟ 英文パンフレットや一括表示ラベル等の対応

- 鳥取銀行の取組 -



５．実践事例（補助事業を活用した輸出後押し）

当行が中心となって、六社会の皆さまと作成した「補助事業計画書（一部）」
P 13



５．実践事例（補助事業を活用した輸出後押し）

当行が中心となって、六社会の皆さまと整理している「実績報告証憑書類（一部）」
P 14

通訳請求書 通訳請求書の日本語訳 外国送金申込書 外国送金ﾚｰﾄ確認資料 外国送金計算書 通帳明細行



- 鳥取銀行の取組 -

事前準備
∟ 補助事業遂行・商談資料整備・商社事前面談

会期中
∟ バイヤー呼込み・交渉補佐・試食品の調理まで

事後フォロー
∟ 各社の課題把握と解決策の模索と実行・商社面談

５．実践事例（海外商談会出展支援）

地域金融機関ならではの、もう一歩踏み込んだ 支援
P 15



５．実践事例（海外商談会出展支援）

この経験を踏まえ、今後もアジアを中心に販路拡大を支援

持続的な輸出支援を実施 P 16

名刺交換数

111枚

商談開始数
26件

成約見込数
10件



５．実践事例（海外商談会出展支援）

P 17



６．支援を通じて見えた成功のポイント

輸出パートナーとの継続的な関係性構築と、関係機関・専門家等からの支援が、輸出成功のポイント
P 18

- 会期 前 - - 会期 中 - - 会期 後 -



７．GFPと地域金融機関の連携

P 19

２

GFPに登録

３

AFJの研修＊を受講

１

GFPのメルマガ購読

GFPへの登録を契機として、輸出への取組みが本格的に進展

中四国農政局さまとの連携協定締結

補助金を活用した海外販路開拓支援



７．GFPと地域金融機関の連携

地域金融機関
各支店

地域金融機関
本部部署

多くの食品・農林水産物
関連事業者 へ支援

１ ２ ３

鳥取銀行でいえば、各支店に所属する職員200名超が支援することが可能
P 20



７．GFPと地域金融機関の連携

GFP を通じて専門家支援を招聘
P 21



７．GFPと地域金融機関の連携

GFP からの案内で参考になったイベント等（一部）



アイデアを頭の中で描けたなら、映像化
したアイデアをショットごと、シーンご
とに具体化してみてください。そのアイ
デアは実現してみる価値があります。

Craig Mapp 

人は一人では生きていけない。互いに助け合って生きるのが人間の道だ。

知識は力なり。しかし、それを実行に移すことが最も重要である。

ご清聴ありがとうございました
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